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「横須賀市市民放射能簡易測定所Jの設置についての請願

舗肢の趣旨

全国に先駆けて給金の放射能測定をスタートした横須賀市は、今では給食の検査の方法として『横須

賀方式Jと呼ばれています。本来、横須賀市民の命と健康は行政によって守られるベきものであります@

次の世代を担う子ども遣が飲む粉ミルクからも暫定基準値を超えたセシウムが検出された事は記憶に新

しい事です.また、子ども遣が口にするのは給量のみではありません.横須賀市民の健康をこれから継

続的に長期に渡って内部被爆から守るためには早い段階から食品の放射能検査をすることが必要です。

低線量であっても安心・安全を得るためにはきちんとした数値を知る事が大切です.

私たちは将来のある子ども遣の健康を守るために、横須賀市に『放射能簡易測定所jの般置を要摘しま

す.

間願項目

1、市民が持ちこみで放射能の測定が出来る「横須賀市放射能簡易測定所(仮称)Jの股立を早急にお願

いします.
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